
Webのアクセシビリティ



2009

Webのアクセシビリティとは

• （高齢者・障害者も含めて）「誰に対しても」きちんと情
報が伝わる。

• 「誰もが」容易に利用出来る状態にある。

• 2004年6月にWebのアクセシビリティに関するJIS規格
（高齢だったり障害があったりする人達にも配慮したWeb

サイトを作るためにはこんなことに注意しましょう、と
いったことをまとめた規格）
【 X8341-3】が公示される。



2009

高齢者・障害者って？
• 高齢者…65歳以上

• 障害者… 知的障害
　　　　 精神障害
　　　　 身体障害
　　　　　・視覚障害（全盲）
　　　　　　　　　　（弱視）
　　　　　・色覚障害
　　　　　・聴覚障害
　　　　　・身体障害（肢体不自由　上肢・下肢・四肢）
　　　　　　　　　　（内臓障害）
※Webサイトのアクセシビリティを対象とした時の分類



2009

Webサイトを作るときに気をつける
• サイト作成時にガイドラインを決める。

• 各種点検ツールを使ってチェック
　・コントラスト/色/文法/読み上げ/・・・etc



2009

しかし…

最終的には、
実際に使ってもらわないと
細かな使い勝手はわからない



2009

実際に使ってもらう（テスト）
• テスト対象サイト…みやざきバリアフリー情報マップ

• 被験者（テスト協力者）
高齢者2名・ 身体障害者2名・ 視覚障害者（全盲）2名



2009

テストと改善を繰り返そう
ユーザビリティのテストには、大きく分けて
　・チェックツールを使って、機械的にチェックする。
　・専門家がチェックをする。
　・実際の利用者に自宅で使ってもらい、感想をメールなどで送ってもらう。
　・テスト会場で目の前でテスト（検証）を行う。
がありますが、特に障がいのある方々の場合は、実際に目の前で検証（テスト）を行わなけれ
ばわかりづらい事柄もたくさんあります。

そう言った意味でも、こういったテストと、それを受けた改良を定期的に行なって行くのはと
ても大事なことだと考えます。


